
 
 

 

 

 

校 長 紀 章子 

２月は『三寒四温』という言葉通り、寒い日と暖かい日が交互にやってくる季節となり

ました。寒い日は、朝の校庭の気温がマイナスになり、砂場にかけてあるシートの上に氷

がはり、子どもたちが喜んで氷に触っていました。そのような寒い中でも，１・２年生の

植えたチューリップの芽がニョキニョキと出てきました。春を迎える準備も万端です。 

 

「ありがとう」の反対にも「ありがとう」を 
「ありがとう」反対は「あたり前」。「有り難う」→「有る」ことが「難しい」・・・「滅

多にない」という意味だそうです。 

３学期はじめに、「笑顔で感謝」という目標を掲げました。学校では、思いを言葉にす

る機会がたくさんあります。４年生の「１０歳を祝う会」では、自分の過去を振り返り、こ

れまで育ててくれた家族や地域の方々への感謝の言葉がたくさん聞かれました。体験活動の

中では、学校応援団などの外部の方のお世話になったら、初めて知ったり、やってみてでき

たりした喜びや感動を言葉にして、感謝の気持ちを伝えることができたりします。子どもた

ちは、何か特別なことをしてもらったときや助けてもらったときには「ありがとう」とすぐ

言えます。しかし、「当たり前」と思っていることに「ありがとう」が言えているでしょう

か？「当たり前」と思っていることも、たくさんの人に支えられて成り立っています。「あ

たり前」だと思っていることが、実は「あたり前」ではない。だからこそ、してもらったこ

とに対して「ありがとう」を言える人、場に応じたふるまいとしての「ありがとう」から、

心から感謝の「ありがとう」が自然と伝えられる子どもたちを育てていきたいと思います。 

 

２月は、県内外でインフルエンザが猛威を振い、水引小でも６年生が１日間学級閉鎖

をしました。今後も感染症予防に努めていきます。２月は日数が少なく、あっという間に

過ぎ去ると言われます。体調管理に気を配りながら、一日一日を大切に過ごしていきま

しょう。 

６生は卒業まで１ヶ月となりました。卒業生も在校生もそれぞれのよさを輝かせなが

ら、大きな花を咲かせ、それぞれの学年のよい思い出を残して、卒業・進級を迎えてほし 

いと思います。 

＜笑顔になる表現活動＞ 

毎日の日記など,子ども達の綴る文章にはおもしろいものが多く 
よく南日本新聞の「子供のうた」「ひろば」欄に投稿します。 
本年度に入ってからは，「子供のうた」欄に８人が掲載されま 
した。また,「ひろば」欄には２人が掲載されました。 
子どもの素直な気持ちや感性を生かした文や言葉は，読む人を 
笑顔に元気にする力があります。これからも子どもらしい作品 
を投稿していきたいと思います。 
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３学期の主な行事予定 
※ 毎月２３日「子どもと一緒に読書の日」 

３月 ４日(水）コミュニティスクール感謝の集い 

  １４日(土）土曜授業 

  １９日(木）第３回幼保小連絡会 

  ２４日(火）第７９回卒業式 

  ２５日(水）修了式 離任式 

  ２６日(木) 小中連絡会 

○ 第７９回卒業式 １０：００～１１：００ 

  ※ ３～６年生参加（１･２年生休業日） 

  ※ 下校 １１：４５ 

○ 修了式  ８：３０～ ９：１０ 

○ 離任式 １０：４５～１１：１５ 

  ※ 下校 １１：３０ 

 

令和８年度４月の行事 
○ 始業式・・・４月８日（水） 

○ 入学式・・・４月９日（木） ※ １～６年生参加 

※ 春休み期間 ３月２６日（木）～４月７日（火） 

環境整備 
 本校のシンボルツリーでもあるカナリーヤシ

（フェニックス）ですが、葉が落下し、人に当

たる危険があったため、葉の剪定を市に依頼し、

田中林業様に作業してもらいました。また、後

ろ校舎の裏側にあった桜の木が、電線や校舎に

接触していたため、併せて伐採作業をしてもら

いました。また、校庭西側の斜面を、シルバー

人材センターの方々に作業をしてもらい、きれ

いになりました。今後も子どもが、安全で快適

に過ごせるような環境整備に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０才を祝う会 
 １月２９日（木）に、４年生は「１０才を祝う会」を開催しました。この行事は、これまでの健康や

成長を祝い、周りの人への感謝と自分の将来について伝えることがねらいです。この行事を通じて、親

子の絆が深まったり、成人へ向けた自覚を促したりする機会になったではないかと思っております。 

保護者の皆様には、ご多用な中、事前の準備から当日の参加まで、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働き方改革について 
 業務の適正化や効率化を図るために ICTの活

用を進めています。配布物の電子化もその１つ

です。また、長時間労働の常態化について、本

校職員の時間外在校時間は、４月から９月まで

の月平均４５時間以上が１人、９月以降は、０

人です。この点についても概ね成果が出ていま

す。また、児童の安全のため、７時３０分以降

の登校について、ご理解とご協力をいただき、

感謝しております。 

入賞おめでとうございます 
○第 44回全国児童画コンクール 

入選 ５年 川野 遙羽 
 

第３４回青少年健全育成意見発表大会 
 標記の会が、２月８日（日）に国際交流センター

で開催されました。本校からは６年生の武田彩花さ

んが、「伝統文化でつなげる未来」という題で発表

しました。寄田三尺棒踊りの体験を通じて、明るい

未来を築くには、人と人とのつながりが大切だとい

うことを、堂々と発表しました。 


